
 

 

 

 

まなびの場 

               手立て 

めざす生徒像（到達目標） 

学  校  で 
家 庭 で 

【知】表現力を大切に
し、主体的に学ぶ生徒 

Ⅰ 授業では、「深い学び」を目指し、言語活動の目的

やねらいを明確にした授業の工夫を行います。 

Ⅱ 家庭学習の仕方について方法を示すと共に、自分の

方法を身につけるように指導します。 

Ⅲ 読書環境を整え、年間に１５００ページ以上読書す

る生徒を７０％以上にします。 

Ⅰ 授業では、自分の考えを自分の言葉でわかりや

すく伝えることができるように取り組みます 

Ⅱ メディアの使用にけじめを持ち、自分に合った

方法を工夫しながら家庭学習に取り組みます。 

Ⅲ 定期的に読書に取組み、年間に１５００ページ

以上読書します。 

Ⅱ メディアの使用にけじめを付けさせ、毎日、

家庭学習に集中して取り組める環境作りに努め

ます。 

Ⅲ 本や新聞等について親子で一緒に読む時間を

設けたり、語り合ったりする時間を持ちます。 

【徳】行動力を大切に
し、豊かな人間性を身に
つけた生徒 

Ⅰ 道徳の時間を要として、豊かな心を育む道徳教育を

充実させます。 

Ⅱ いじめの未然防止に取り組み、自己肯定感８０％、

いじめ解消１００％を目指します。 

Ⅲ 物を大切にする心を育てるために、用具の後片付け

や清掃活動に師弟同行で取り組みます。 

Ⅳ 思いが伝わる心の合唱に向けて生徒主体の取組がで

きるように環境を整え指導を工夫します。 

Ⅰ 大きな声であいさつし、相手の立場に立った言動を

心がけます。 

Ⅱ いじめの防止に係わる生徒会の取組を充実させま

す。（メディアの使い方含む） 

Ⅲ 自分たちが使う用具や道具を大切にし、自分たちの

校舎を隅々 まできれいに清掃します。 

Ⅳ 学級や全校で、思いが伝わる合唱をめざし、一生懸

命合唱活動に取り組みます。 

Ⅰ あいさつや家族での会話を大切にし、あ

いさつを家庭から広げていきます。 

Ⅱ いじめを許さない社会づくりに向けて

子どもと話し合います。 

Ⅲ 家族の一員として、家での手伝いを分

担します。 

【体】命を大切にし、心
身ともに健康な生徒 

Ⅰ 基本的な生活習慣（時間、睡眠、食育）を身につけ

させるために、取組を行います。 

Ⅱ 安全指導と保健指導を充実させ、ケガや事故の未然

防止とむし歯治療率７０％以上を目指します。 

Ⅲ 人生のための部活動ために、礼節を徹底し、目標を

もって計画的に活動するように指導します。 

Ⅰ 早寝、早起き、朝ごはんを大切にし、学校では時間を意識し

て行動するとともに、メディア使用の時間を守ります。 

Ⅱ 自転車の乗り方等交通ルールを守ります。また、給食後の丁

寧な歯磨きに心がけ、むし歯の早期治療に心がけます。 

Ⅲ あいさつ、全力で取り組む姿勢を大切にし、目標をもって計

画的に部活動に取り組みます。 

Ⅰ 子どもの生活リズムに気をつけ、バランスの

取れた食事と、運動の大切さを指導します。 

Ⅱ 自転車の乗り方等交通安全について指導しま

す。 

Ⅲ 歯磨きの習慣化とむし歯の早期治療に努めま

す。 

【志】思いを大切にし、

地域や社会と関わり頑張

り抜く生徒 

Ⅰ 日常の生活や学習及び体験活動を通し、キャリア教

育とふるさと教育の充実に努めます。 

Ⅱ ボランティア精神育成のために学校内外の活動にお

いて関わりを大切にして取り組むよう指導します。 

Ⅲ 開かれた学校づくりのために、通信等を活用し、学

校生活につて意欲的に情報発信を行います。 

Ⅰ キャリアパスポートを活用し、自分の生き方や進路

について深く考え、思いをもって活動します。 

Ⅱ 身近なものから、ボランティア精神を発揮し率先し

て仕事や活動に取り組みます。 

Ⅲ 通信等をよく読み学びを深めるとともに、必ず家庭

に届けます。 

Ⅰ 将来やふるさとのよさについて家庭で

の語らいを大切にします。 

Ⅱ 人、物をいたわる心、誰かのために行

動する心、やり遂げる心を育みます。 

Ⅲ 通信等に目を通し、家族で語らう時間

を持ちます。 

学 校 教 育 目 標 
「郷土を愛し、新しい時代をたくましく生き抜く人間の育成」 

令和５年度 

そのために学校は そのために生徒は 

まなびフェストは、「目指す生徒像」の実現へ向けて、学校・家庭・地域の協同により積極的に生徒の支援を行っていくための指標です。 

７月と１２月に、生徒・保護者・教職員にアンケートをとり、結果を分析し、次の取組につなげていきます。 



 


